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会誌は土地改良に携わる方々を
貫くひとつの背骨に思えた
　発刊300号記念誌ということで読みごた
えのある記事が満載でした。
　「私から見た土地改良」では中村館長の
語る壮大な生命誌に係る思想・哲学に感銘
受けました。何故かしら進藤参議院議員の
熱い「祝辞」と、「蘇る大地」底原ダムの
話と底流でDNAが繋がっている気がして
なりません。
　各界それぞれの立場で土地改良に携わる
方々を貫くひとつの背骨のようなものを感
じさせられました。私はまもなく完全リタ
イアしますが、次の50周年に向けて斯界
の発展をお祈りします。

（福島県、60代男性　公務員）

柵木副知事の女性技術者としての
覚悟に共感、活躍に期待
　いつも「土地改良」誌を楽しみに拝読し
ております。
　300号記念号を拝読し、特に興味をもっ
た記事として、一つ目には創刊300号記念
インタビュー「柵木 環 山梨県副知事」で
す。柵木氏は、国営東播用水二期事業の地
区調査段階に淀川水系土地改良調査管理事
務所に勤務されていました。農村振興局勤
務の際、時々お会いしましたが、インタ
ビュー記事を読ませていただき、農業土木
技術者の覚悟のようなものを感じ、共感し
たところです。
　益々のご活躍を祈念します。
　二つ目は女性リレートーク「農業農村整
備と私」です。いつも楽しみに読ませてい
ただいております。You Tubeを拝見しま
した。子供向けの土地改良、農業農村整備
事業について、女性目線での編集、楽しく
拝見しました。
　三つ目は表紙です。創刊300号おめでと
うございます。300号を一つの区切りとし
て、再スタートとしてとらえたとき、その

思いにピッタシの表紙だと思います。400
号、500号を目指して奮闘をお願いします。

（兵庫県、男性、団体役員）

南国の島のダム建設の苦労話に
感動
　私も訪れたことがある沖縄県八重山諸島
の石垣島。サンゴの砂浜が美しい島にダム
ができるのか、疑問に思いながらページを
めくり堤体断面図を拝見し納得。広い堤敷
は実に安定的で優美でさえあります。もち
ろん、堤体の設計にあたり基礎地盤の形状
や地質、盛土材の特性等詳細に検討されて
この形状に至ったものと推察します。
　また、当時の発注者、施工者それぞれに
も南国の島特有の課題があり、その解決に
向けた苦労話も含蓄があり大いに参考に
なった。

（富山県、男性、団体役員）

土地改良300号記念座談会で
歴史を知る
　土地改良建設協会設立50周年おめでと
うございます。
　土地改良300号記念座談会の記事が興味
深かったです。土地改良建設協会が設立さ
れた昭和43年以降、社会経済情勢など時
代が変化していく中で、土地改良事業や土
地改良建設協会を支えてこられた諸先輩方
の精力的な活動をうかがい知ることができ
ました。特に、農業土木会館の建設に土地
改良建設協会が取り組んだことなど、幹部
の熱意のあるご努力・ご奮闘・ご調整がな
されたことが分かりました。
　土地改良建設業界に身を置くものとし
て、普段はあまり意識していない業界の歴
史を振り返ることができよかったです。次
号の座談会（後編）の記事も楽しみにして
います。

（東京都、男性、会社員）

　官製はがき又はメールにて、本号の記事の中で面白かったもの、興味深かったものを5点以
内で順に表題名をお書きいただくとともに、ご意見、ご感想を200字程度でおまとめ下さい。
また、住所、氏名、性別、年齢、職業、勤務先、電話番号をお書き下さい（掲載の際には、都道府県
名、性別、年齢、職業までを表記させていただきます。また、文意を変えない範囲で、当方の判断
で文章の量を調整させていただきます）。
　ご感想等を掲載させていただいた方に
は、毎回もれなく全国各地の名品を贈らせ
ていただきます。次回掲載分については、
「香川県 オリーブ豚（しゃぶしゃぶ用）」を
ご用意しております。（商品内容が変更にな
る場合もあります）［5月末日締切］

協会会員企業の関係記事
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　本地区は、富山県西部の庄川左岸に形成
された扇状地に高岡市外 3市にまたがる稲
作中心の複合経営を展開する県内でも有数
の農業地帯です。国営・付帯県営事業によ
り現在の農業用用排水施設を本来有する機
能に回復し、農業生産の維持及び農業経営
の安定を図り、合わせて国土の保全に資す
ることを目的としています。
　本工事は、荒又排水路で放流する排水を
荒又川に合流させる箇所（ボックスカル
バート239m、合流口工19m）を施工する
ものです。工事区域周辺は地下水位が高く
N値50以上の砂礫が主体のため、硬質地盤
クリア工法、ウェルポイント工法等におい
て、騒音、振動対策で近隣住民とコミュニケーションを密にしてきた地区です。工事範囲には、市
道交差点、特別高圧線などがあり、監督職員と協議を重ねて施工しています。
　当社としてはOSJ-CONG工法の提案により、上記工法を大幅に低減し、工事費縮減・近隣住民
への騒音振動の影響を大幅に減ずることができました。
　平成30年 3 月末時点で本体の排水路工事はおおむね完了しており、以降は護岸工、復旧工を進め
ています。残りの工期も監督職員の指導を賜り、無事に完成させるように職員一同一丸となって努
めていきます。

庄川左岸農地防災事業
荒又排水路河川合流口建設工事

監督職員

（写真右） 北陸農政局庄川左岸農地防災事業所
工事第二課長 米田　浩人
4月1日より工事課長

作業所長

（写真左） アイサワ工業株式会社
高岡作業所 竹村　　修

監督職員からのエール

　本工事は、地区内を流下する荒又川周辺地域の排水対策として新設される荒又排水路全長
7.3kmのうち、最下流部の258mを施工範囲とし、あわせて荒又川への合流部を施工するもの
です。
　本工事は、高さ2.7m、幅2.4mのボックカルバートを設置するものですが、現場は住宅地
に近接する砂礫地盤であり、地下水位も高い地域であるため、騒音・振動及び周辺地域への
影響が懸念されていましたが、受注者より提案されたOSJ-CONG工法を採用することによ
り、最小限の影響で施工することができました。荒又川との合流部は、河川内工事のため施
工期間の制限があるなど、他にも課題点も多い工事内容ではありますが、監理技術者の竹村
さんには、安全で品質の良い施工にて、無事に工事が完了することを期待しています。
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